
 

 
 

公安委員会定例会議(第２回)の開催状況 

 

第１ 日 時 令和７年１月29日(水) 

午後２時07分 ～ 午後３時25分 

 

第２ 出席者 佐伯委員長、五葉委員、小野委員 

本部長、総務室長、警務部長、首席監察官、生活安全部長 

刑事部長、交通部長、警備部長、警察学校長、情報通信部長 

総務課長 

 

第３ 議事の概要 

 １ 決裁事項 

 ⑴ 公安委員会定例会議の会議録 

総務室から、令和７年第１回公安委員会定例会議の会議録について伺

いがあり了承した。 

  ⑵ 公安委員会宛て苦情の受理 

    総務室から、公安委員会宛て苦情の受理について伺いがあり了承した。 

  ⑶ 愛媛県迷惑行為防止条例等の改正 

    警務部から、愛媛県迷惑行為防止条例等の改正について伺いがあり了

承した。 

  ⑷ 審査請求の申立て 

    警務部から、審査請求の申立てについて伺いがあり了承した。 

  ⑸ 愛媛県警察関係事務手数料条例の一部改正 

    交通部から、愛媛県警察関係事務手数料条例の一部改正について伺い

があり了承した。 

  ⑹ 運転免許の行政処分に係る意見の聴取・聴聞 

    交通部から、運転免許の行政処分に係る意見の聴取及び聴聞結果につ

いて報告があり、審議の結果、20件の行政処分の決定について伺いがあ

り了承した。 

 

 ２ 報告事項 

⑴ 令和６年12月定例県議会の開催結果 

総務室長から、令和６年12月定例県議会の開催結果について報告があ

った。 

委員から、「県議会では、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の防止対策、

動物虐待への対応、防犯対策などの質問があった。県民にとって非常に

重要なものばかりであり、県警はこれらの対策を力強く推進し、県民の

安全・安心を確保していただきたい」との発言があった。 

委員から、「県議会議員は市民の代表であり、市民が抱えている疑問

や不安を質問する場である。こうした質問には親切丁寧に答弁するとと

もに、県民が安心して生活できるように各種の取組を進めていただきた

い」との発言があった。 

委員から、「県議会では様々な質問があるが、警察関係の質問は、人



 

 
 

生を左右する切実な問題が多い。県警察には誠実で的確な対応をお願い

したい」との発言があった。 

⑵ 令和６年中の苦情受理状況 

  総務室長から、令和６年中の苦情受理状況について報告があった。 

  委員から、「苦情は、警察官と相手方の言葉遣い、お互いの感情の対

立が発端となる傾向があるため、そうした点に留意して職務を執行して

いただきたい」との発言があった。 

  委員から、「警察職員と相手方の双方が感情的になった場合は、一度

冷静になり、『お互いのために録音でもしますか』などと提案してはど

うか。市民に対する丁寧な対応を心掛け、言葉遣いの良し悪しに関する

苦情を未然に防止できれば、全体数も減少するのではないか。」との発

言があった。 

委員から、「苦情の内容をみると、現場における警察官の苦労のほど

が偲ばれる。警察官はあらゆる職務執行において適切な対応を心掛ける

とともに、相手からの感情的な態度に警察官が感情的になって応対する

ことがないように留意していただきたい」との発言があった。 

  ⑶ 術科訓練事故防止講習会の開催 

    警務部長から、術科訓練事故防止講習会の開催について報告があった。 

  委員から、「術科訓練事故を防止することは警察力を維持する上で非

常に大切であるので、しっかりと教養していただきたい。今後も継続し

てこうした講習会を開催していただきたい」との発言があった。 

  委員から、「術科訓練を始めるに当たってはウォーミングアップを十

分実施するとともに、自身の体調面にも気を掛けてほしい。術科訓練は、

できる範囲の中で一生懸命に取り組むことが事故防止につながっていく

と思うので、引き続き怪我をしないようお願いしたい」との発言があっ

た。 

委員から、「先日に柔道剣道等の各種大会を初めて見たが、迫力に圧

倒され、県警察における執行部隊の力強さに感銘を受けた。訓練で怪我

が多いと心が痛むので今後も事故等には十分気をつけて訓練に臨んでい

ただきたい」との発言があった。 

  ⑷ 第62回愛媛マラソンに伴う交通対策 

    交通部長から、第62回愛媛マラソンに伴う交通対策について報告があ

った。 

  委員から、「愛媛マラソンは、知名度や人気が高く、愛媛県民のスポ

ーツに対する関心を高めていることから、この行事を維持することが大

切である。愛媛マラソンに伴う交通対策は県民の県警察に対する評価を

左右することから、頑張って成功させていただきたい」との発言があっ

た。 

  委員から、「他県では過去に駅伝ランナーの走行を一般車両が妨げる

ようなアクシデントが発生している。愛媛マラソンにおいては、知事部

局と連携しつつ、県警察がランナーが自身のパフォーマンスを十分に発

揮できるように尽力していただきたい。 

委員から、「愛媛マラソンは、県民にとって大きな行事であることか

ら、警察には万全の警備体制をとって臨んでいただきたい」との発言が



 

 
 

あった。 

  ⑸ 監察案件に関する報告 

    警務部から、監察案件に関して報告があった。 

  ⑹ 聴覚障害者に配慮した新型警光灯搭載パトカーの配備 

    警務部から、聴覚障害者に配慮した新型警光灯搭載パトカーの配備に

ついて報告があった。 

       
 ３ その他 

   なし。  

  以 上 


